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 新年度のまちの予算

住みよい
⼼豊かな
ふれあいの町
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第
１
回
定
例
会
は
、
令
和
２
年
３
月
６
日
に
開
会
し
、
３
月
17
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

町
か
ら
、
新
年
度
当
初
予
算
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
指
定
管
理
者
の
指
定
、
仁

木
町
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
が
提
案
さ
れ
、
全
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
年
度
当
初
予
算
、
当
初
予
算
関
連
議
案
（
条
例
改
正
１
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
１

件
、
仁
木
町
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
３
件
）
は
、
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
こ
れ
に
付
託
し
て

審
査
を
行
い
、
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
付
託
し
た
全
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
提
出
議
案
と
し
て
、
意
見
書
４
件
と
決
議
１
件
を
提
出
し
、
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
長
に
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
建
設
始
動

誰
も
が
住

誰
も
が
住

み
た
く
な

み
た
く
な

る
ま
ち
へ

る
ま
ち
へ

農
業
の
多
面
的
機
能
の
維
持

ス
キ
ー
リ
フ
ト
券
を
支
給

総
合
計
画
策
定
を
開
始
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３月６日～17日３月６日～17日

第　回定例会第　回定例会
令和２年令和２年

１１

　

令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
と
国
保
・
簡
水
・
後
期
高
齢
者
医
療
の

各
特
別
会
計
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
設
置
さ
れ
た
「
令
和
２
年
度
各
会
計
予
算
特
別
委
員
会
」
に
お
け
る
集
中
審
議
の
の
ち
、
本
会

議
に
お
い
て
、
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
す
べ
て
の
会
計
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

返済金（公債費）返済金（公債費）
4億3381万7000円 議会費　5679万5000円議会費　5679万5000円

民生費民生費
8億1915万8000円8億1915万8000円

衛生費衛生費
4億4066万円

商工費　1億8134万3000円

一般会計一般会計
支出支出
（歳出）（歳出）

諸支出金等諸支出金等
275万6000円

土木費土木費
3億1119万2000円

農林水産業費　2億3597万6000円

議会運営に要するお金

庁舎管理や地域振興などに要するお金

総務費　6億6200万7000円総務費　6億6200万7000円

高齢者・障がい者福祉や保育所、
児童手当などに要するお金

予防接種、健診、ごみ処理
などに要するお金

農業振興や有害鳥獣駆除、ワイン
ツーリズム振興などに要するお金

商工会・観光協会への補助金や各
種イベント開催などに要するお金

道路整備や除雪などに要するお金

消防の運営や防災無線の管理
などに要するお金

学校の運営や、教材購入、町民セ
ンタ－の管理などに要するお金

町の借金（町債）の返済
に充てるお金

町の貯金（基金）に
積み立てるお金など

教育費教育費
2億5628万1000円2億5628万1000円

消防費消防費
2億1514万4000円2億1514万4000円

一般会計一般会計（歳入・歳出）（歳入・歳出）

3636  億億15121512万万90009000 円円【前年度対比1.6％減】

【前年度対比12.6％増】

【前年度対比6.7％減】

国民健康保険事業国民健康保険事業　　22  億億  712712  万万80008000  円円【前年度対比5.4％増】

【【前簡易水道事業簡易水道事業　　　　  44億億  17611761  万万50005000  円円
【後期高齢者医療後期高齢者医療           　　 　　69416941  万万  円円

　未来への    想い想い
子育て支援拠点施設の基本設計に着手子育て支援拠点施設の基本設計に着手
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新 年 度

ふるさと納税などで得ることが見込まれるお金

町民センターなどの施設使用料や各種
証明発行手数料などにより得ることが
見込まれるお金

その他の交付金等　1億3659万円

予算

佐藤  聖一郎  町長

町政執行方針
　

佐
藤
町
長
は
、
令
和
２
年
度
町
政

執
行
方
針
に
お
い
て
、
『
本
年
度
は
、

就
任
２
期
目
の
集
大
成
と
な
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
真
摯
に
耳
を

傾
け
、
信
頼
と
安
心
力
を
確
か
な
も

の
に
し
な
が
ら
、
役
場
が
一
丸
と
な

り
「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
と
し
て
最
善
の

努
力
を
傾
注
し
、
行
政
運
営
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
・
住
み

た
く
な
る
「
魅
力
あ
る
、
住
み
よ
い
、

心
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
行
政
の
仕
事
は
、

町
民
の
た
め
に
あ
る
と
い
う
認
識
の

下
、
最
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
的
確
か

つ
迅
速
に
届
け
て
い
く
た
め
、
常
に
、

町
民
の
目
線
で
、
い
つ
で
も
地
域
に

出
向
き
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
耳

を
傾
け
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
伝

え
る
な
ど
、
全
て
の
職
員
が
、
町
民

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
行
政
を

推
進
で
き
る
よ
う
、
私
自
身
が
先
頭

に
立
ち
、
情
熱
と
気
概
を
も
っ
て
一

つ
ひ
と
つ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
』
と
述
べ
ま
し
た
。

町政執行方針 「ワンチーム」として最善の努力を「ワンチーム」として最善の努力を

   どもたちの　

ペペペペペページジジジジジジは次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次 ージージジジジははははは 今今今今今今今年年年年年年年ののしししししししごごごごごごとととととととと今今今今今今今今年年年年年年年年のののののしししししししごごごごごごごごとととととととと ピピピピピピッッッッッッククククククククアアアアアアッッッッッッッププププププププピピピピピピピピッッッッッッククククククククアアアアアアアッッッッッッップププププププププ

子子

さとう　せいいちろう

寄附金　2億1万円寄附金　2億1万円

使用料及び手数料使用料及び手数料　　
7207万3000円7207万3000円

貯金（基金）を切り崩したお金
繰入金繰入金　3億452万4000円

奨学金返還金や土地
貸付などの収入によ
り得ることが見込ま
れるお金

諸収入等諸収入等
8168万2000円8168万2000円国・道支出金国・道支出金

5億3969万1000円

国などから借り入れるお金

借入金（町債）借入金（町債）
1億8300万円1億8300万円

消費税など税収の一部を国から町に交付されるお金

国からの補助金など使い
道が特定されているお金

自治体間の格差を無くすため、国
から町に交付されるお金

地方交付税地方交付税
17億7500万円17億7500万円

依

財

存

源源

一般会計一般会計
収入収入
（歳入）（歳入）

自
主

住民税、軽自動車税
など町民の皆さんか
ら納められるお金

町税町税
3億2255万9000円3億2255万9000円

財

源
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継続

　

畔
の
草
刈
や
水

路
、
農
道
の
軽
微

な
補
修
な
ど
の
地

域
資
源
の
質
的
向

上
を
図
る
共
同
活

動
等
に
対
し
、
補

助
金
を
交
付
し
ま

す
。

　

農
村
環
境
の
保
全

農
村
環
境
の
保
全
に
補
助

に
補
助

　ふるさと納税返
戻品をより充実さ
せることで、町内
特産品のアピール
を図り、令和２年
度は納税額２億円
を目指します。

ふるさと納税ふるさと納税の強化の強化

（尾根内・木田さん）

（北町・門脇さん）

（大江・木村さん）

アップ
今年の  しごとしごと

地域一丸となって水路を維持しています

収入は給食費の補助等にも　　　　

新規新規

かどわき

き だ

きむら

　　　　　　　　　充てられています

継続継続
言わせて！言わせて！

ちょっとちょっと 　返戻品で、銀山で採れ

たお米のおいしさを多く

の方に知ってもらえたら

うれしいです。

　また、ふるさと納税で

得た収入は、これからの

仁木町を担う子どもや、

若者の人材育成に役立て

てほしいです。

利用者の増加が望まれます

22億円億円

　

ふ
れ
あ
い
遊
ト

ピ
ア
公
園
及
び
仁

木
町
民
ス
キ
ー
場

の
指
定
管
理
者
を

令
和
２
年
度
か
ら

の
３
年
間
の
契
約

で
株
式
会
社
北
海

道
名
販
に
指
定
し

ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
を

指
定
管
理
者
を
指
定
指
定

20192019  万円万円

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと

　大江地区は基盤整

備終了後約50年が経

過し、維持管理に多

額の費用がかかって

いますが、この事業

により、後々の維持

費が縮小され、次世

代へ良い環境で引き

継げることは良いと

思います。

※本事業予算は大江、銀山、長沢、尾根内地区の合計額です

19161916万円万円

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと

　管理して 10 年目を迎

え、芝の管理は後志管内

でもとても評判が良いで

す。大会の開催も増えて

きており、この流れを維

持していってほしいです。
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昨
年
度
策
定
さ

れ
た
仁
木
町
子
育

て
支
援
拠
点
施
設

整
備
構
想
に
基
づ

き
、
建
設
工
事
の

基
本
設
計
を
実
施

し
ま
す
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　
　
　

建
設
に
着
手

　
　
　

建
設
に
着
手

冬季スポーツの振興を図ります

次ペペペペペペページジジジジジジは次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次 ージージジジジははははは 新新年年年年年年度度予予予予予予予算算算算のの使使いいいいい新新新新新新新新年年年年年年年年度度度度度度度度予予予予予予予算算算算算算算算ののののの使使使使使使使使いいいいい道道道道道道道道

完成に期待が膨らみます

新規新規

　町内の小学校
に入学する１年
生に町民スキー
場のスキーリフ
トシーズン券を
支給します。

シーズン券シーズン券を支給を支給

新規新規

築 20 年を迎える「サン・然別」

（然別・本田さん）

（北町・長野さん）

（尾根内・三田さん）

ピック 
今年の今年の    しごと

　現在、おおきな木を

利用していますが、施

設が狭かったので楽し

みです。

　また、週３回しか開

所していないので、こ

れを機会に利用できる

日がもっと増えると嬉

しいです。

　屋上は目に見えない部分ですが、

定期的にメンテナンスしてくれるの

でとても安心して住めます。

　また、冬には外廊下の凍結が目立

ちます。高齢の方も住んでいるので

対策をしてほしいです。

　町営住宅「サ
ン・然別」の屋
上防水改修工事
を行います。

新規新規

ながの

み た

ほんだ

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと  　  

　小さいころからス

キーの楽しさを知っ

てもらえるので、と

ても良い事業だと思

います。

　さらに、対象学年

の拡大も検討してほ

しいです。

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと

4040  万円万円

　町営住宅町営住宅屋上改修工事屋上改修工事

12251225  万円万円

言わせて！言わせて！
ちょっとちょっと

908908  万円万円



通
院
は
費
用
面
の
負
担
も
大

き
く
な
る
。
支
援
の
一
つ
と

し
て
、
通
院
に
係
る
交
通
費

を
支
給
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
の

事
業
で
補
助
制
度
が
あ
る
が
、
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 新年度　予算予算　　のの使使いい道道

　

長
沢
地
区
の
町
道
脇
に
設

置
さ
れ
て
い
る
水
銀
灯
の
腐

食
が
進
み
、
と
て
も
危
険
な

状
態
で
あ
る
。
現
状
の
確
認

や
、
移
設
・
撤
去
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

２
年
ほ
ど
前
に

消
防
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
担

当
が
現
地
確
認
を
実
施
し
た
。

お
も
い
や
り
係
長

お
も
い
や
り
係
長

　　

新
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
当

新
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
当

初
予
算
案
や
当
初
予
算
関
連
議
案
な
ど

初
予
算
案
や
当
初
予
算
関
連
議
案
な
ど

は
、
議
長
を
除
く
議
員
８
名
で
構
成
す

は
、
議
長
を
除
く
議
員
８
名
で
構
成
す

る
「
各
会
計
予
算
特
別
委
員
会
」
を
設

る
「
各
会
計
予
算
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
、
延
べ
４
日
間
に
わ
た
り
審
査
を

置
し
、
延
べ
４
日
間
に
わ
た
り
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

行
い
ま
し
た
。

　

議
案
説
明
後
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ

　

議
案
説
明
後
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ

れ
、
全
て
の
質
疑
が
終
わ
っ
た
後
、
議

れ
、
全
て
の
質
疑
が
終
わ
っ
た
後
、
議

案
ご
と
に
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結

案
ご
と
に
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結

果
、
全
て
の
議
案
を
賛
成
多
数
で
「
可

果
、
全
て
の
議
案
を
賛
成
多
数
で
「
可

決
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

決
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

 
委員会での質問数委員会での質問数

　225225項目項目

総
務
課
長

総
務
課
長

ふ
れ
あ
い
遊
ト
ピ
ア

公
園
の
今
後
は

　

ふ
れ
あ
い
遊
ト
ピ
ア
公
園

は
指
定
管
理
者
に
と
っ
て
も

魅
力
あ
る
施
設
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
利
益
を
出
せ
る

施
設
と
な
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
る
が
、
今
後
の
計
画

は
。

　
　
　
　

時
代
の
流
れ
に
合

わ
せ
た
改
善
・
改
革
が
必
要

町町  

長長

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
担

当
課
と
指
定
管
理
者
は
お
互

い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
良
い
も
の
に
し
て
い
こ

う
と
検
討
し
て
い
る
。
今
後
、

時
間
が
か
か
っ
た
と
し
て
も

町
の
財
産
と
し
て
有
効
活
用

を
図
っ
て
い
く
。

門脇吉春 委員門脇吉春 委員
かどわきよしはるかどわきよしはる

町
道
に
お
け
る
水
銀

灯
の
管
理
は

木村章生 委員木村章生 委員
きむら　あきおきむら　あきお

　

当
時
は
、
錆
は
あ
る
も
の

の
経
過
観
察
と
の
判
断
を
し

て
い
る
。

　

再
度
確
認
し
、
必
要
で
あ

れ
ば
周
辺
の
用
地
等
の
状
況

も
踏
ま
え
た
上
で
、
移
設
等

の
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

妊
婦
の
方
へ
の
交
通

費
の
支
援
は

　

近
隣
に
産
婦
人
科
が
な
い

こ
と
も
あ
り
、
妊
婦
の
方
の

産
婦
人
科
が
あ
る
病
院
ま
で

の
距
離
が
要
件
に
合
致
せ
ず
、

導
入
で
き
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　

重
要
だ
と
認

識
し
て
い
る
が
、
限
り
あ
る

予
算
の
中
で
、
不
妊
治
療
や

産
後
健
診
等
へ
の
助
成
を
優

先
し
て
い
る
。

麿　直之 委員麿　直之 委員
まろ　　なおゆきまろ　　なおゆき

ほ
け
ん
課
主
幹

ほ
け
ん
課
主
幹

宮本幹夫 委員長宮本幹夫 委員長
みやもと みきおみやもと みきお
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予算特別委員会で徹底審議

皆さん
  の税金   新年度新年度　　予算　の使い道

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
券

支
給
の
ね
ら
い
は

　

新
年
度
か
ら
新
規
で
実
施

す
る
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ヤ
ー

シ
ー
ズ
ン
券
支
給
事
業
は
、

仁
木
町
内
の
小
学
校
に
通
う

１
年
生
を
対
象
と
し
て
い
る

が
、
な
ぜ
１
年
生
の
み
を
対

象
と
し
た
の
か
。

　
　
　
　

ス
キ
ー
場
の
現
状

と
し
て
、
使
用
者
数
は
昭
和

教
育
長

教
育
長

62
年
の
ピ
ー
ク
時
の
24
万
人

に
対
し
、
平
成
30
年
は
６
万

人
と
落
ち
込
ん
で
い
る
。

　

少
子
化
や
ス
ポ
ー
ツ
離
れ

の
影
響
も
あ
り
、
ス
キ
ー

人
口
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、

小
学
校
１
年
生
で
定
着
し
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。佐藤秀教 委員佐藤秀教 委員

 さとう ひでのり さとう ひでのり

私
道
除
排
雪
補
助
の

件
数
と
今
後
の
対
応

は
　

私
道
の
除
排
雪
補
助
金
の

実
績
は
何
件
か
。

　

ま
た
、
１
路
線
に
対
す
る

住
宅
が
減
少
し
た
場
合
に
、

残
っ
た
各
家
庭
の
負
担
が
増

え
る
こ
と
へ
の
対
策
は
。

　
　
　
　
　

令
和
元
年
度
実

績
で
32
件
で
あ
る
。

建
設
課
長

建
設
課
長

　

ま
た
、
１
路
線
に
対
す
る

世
帯
数
が
減
少
し
、
各
家
庭

の
負
担
が
増
え
た
場
合
の
対

策
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
補

助
は
戸
数
で
は
な
く
延
長
を

対
象
と
し
て
い
る
た
め
考
え

て
い
な
い
が
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

野崎明廣 委員野崎明廣 委員
 のざき あきひろ のざき あきひろ

国
保
税
を
引
き
下
げ

な
い
理
由
は

　

平
成
30
年
度
決
算
特
別
委

員
会
に
て
国
民
健
康
保
険
財

政
調
整
基
金
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
国
保
税
の
引
き
下
げ

を
検
討
す
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
来
年
度
に
国
保

税
を
引
き
下
げ
な
い
理
由
は
。

　
　
　
　
　
　

後
志
広
域
連

合
の
分
賦
金
が
１
月
に
示
さ

ほ
け
ん
課
長

ほ
け
ん
課
長

れ
、
前
年
比
６
０
０
万
円
の

増
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
歳

入
で
も
大
幅
な
減
額
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度

は
２
７
０
０
万
円
を
取
り
崩

す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
か
ら
、
来
年
度
に

再
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。 上村智恵子委員上村智恵子委員

うえむら　ちえこうえむら　ちえこ

地
域
お
こ
し
協
力
隊

へ
の
サ
ポ
ー
ト
は

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
定

住
す
る
に
は
周
囲
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
が
重
要
で
あ
る
。

　

地
域
の
人
と
の
情
報
交
換

の
場
を
設
け
る
な
ど
、
定
住

に
つ
な
げ
る
た
め
の
取
組
は
。

　
　
　
　
　
　
　

毎
月
の
月

報
の
提
出
時
に
面
談
を
実
施

し
て
い
る
が
、
役
場
だ
け
で

未
来
創
生
係
主
任

未
来
創
生
係
主
任

は
な
く
、
地
域
の
サ
ポ
ー
ト

も
必
要
な
た
め
、
地
域
に
出

て
行
く
よ
う
隊
員
に
は
伝
え

て
い
る
。

　

町
の
イ
ベ
ン
ト
も
お
知
ら

せ
し
て
お
り
、
隊
員
の
中
に

は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
参

加
し
て
い
る
隊
員
も
い
る
。 嶋田　茂 委員嶋田　茂 委員

 しまだ　  しげる しまだ　  しげる
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３月６日～17日３月６日～17日

第　回定例会第　回定例会
令和２年令和２年

１１

◇
一
般
会
計
（
第
５
号
）

　

一
般
会
計
予
算
は
、
職
員

の
時
間
外
勤
務
手
当
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
報
償
な

ど
に
よ
る
増
額
補
正
や
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
関
係
経
費

等
の
執
行
残
に
よ
る
減
額
補

正
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

◇
国
保
特
別
会
計
（
第
４
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

◇
簡
水
特
別
会
計
（
第
３
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

◇
後
期
医
療
特
別
会
計（
第
３
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

補正額 予算総額

・一般会計（7回目の補正）      ※専決第3号
1億645万8000円 増 39億2064万8000円

・一般会計（8回目の補正）
9094万7000円 減 38億2970万1000円

・一般会計（9回目の補正）　　※追加議案
1496万6000円 増 38億4466万7000円

・国民健康保険事業特別会計（5回目の補正）
   　27万3000円 減 2億187万4000円

・簡易水道事業特別会計（3回目の補正）
    1135万5000円 減 3億5972万6000円

・後期高齢者医療特別会計（4回目の補正）
    6万9000円 増 7261万円

◇
一
般
会
計
（
専
決
第
３
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
専

決
第
３
号
）
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
特
産
品
贈
呈
事
業
に
よ

る
追
加
補
正
が
提
案
さ
れ
、

補
正
予
算

審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
特
産
品
贈

呈
事
業
は
令
和
元
年
第
４
回

定
例
会
に
お
け
る
一
般
会
計

補
正
（
第
４
号
）
に
引
き
続

き
の
追
加
補
正
で
あ
り
、
納

税
額
は
前
回
補
正
時
の
見
込

み
と
比
較
し
約
１
億
円
の
大

幅
な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

不
動
産
収
入
の
増
額
補

正
の
内
訳
は
。
ま
た
、
遊
休

町
有
地
の
払
い
下
げ
に
関
し

て
、
何
か
取
組
を
実
施
し
た

の
か
。

　
　

　
　

森
林
施
業
に
お
け
る
伐

採
木
の
売
払
い
の
他
、
高
規

格
道
路
の
用
地
買
収
に
係
る

土
地
と
立
木
の
売
却
収
入
で

あ
る
。

　

遊
休
町
有
地
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
は
、
次
期
総
合
計

画
の
中
で
新
た
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　

仁
木
町
街
路
灯
設
置
補

助
金
の
実
績
は
。

　
　

　
　

各
町
内
会
な
ど
の
団
体

に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
設
置
費
用
の
３
分

の
２
を
補
助
す
る
等
の
事
業

で
あ
り
、
特
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
設
置

事
業
は
多
く
の
町
内
会
で
普

及
が
進
ん
で
お
り
、
約
５
０

０
万
円
の
予
算
に
対
し
、
約

３
０
７
万
円
の
実
績
で
あ
っ

た
。

ＱＡ

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

関
す
る
費
用
は
、
途
中
で
辞

め
ら
れ
た
方
の
減
額
補
正
が

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
か
ら
既
に
３
名
の

隊
員
が
辞
め
て
い
る
が
、
ど

う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　
　

ど
の
よ
う
な
部
分
に
要

因
が
あ
る
か
を
検
証
し
な
が

ら
取
組
を
展
開
し
て
い
る
。

　

行
政
と
し
て
も
、
ま
た
、

地
域
住
民
の
方
々
も
、
隊
員

に
寄
り
添
い
、
手
を
差
し
伸

べ
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
状

況
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

ＱＡ

ＱＡ

指
定
管
理
者

　

ふ
れ
あ
い
遊
ト
ピ
ア
公
園

及
び
仁
木
町
民
ス
キ
ー
場
の

指
定
管
理
者
を
株
式
会
社
北

海
道
名
販
に
指
定
す
る
議
案

が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
指
定
期
間
は
令
和

２
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
５

年
３
月
31
日
ま
で
の
3
年
間

で
す
。

ふるさと納税 大 幅大 幅 増 増
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佐
藤
町
長
の
行
政
報
告

ス
キ
ー
場
の
利
用
状
況
を
報
告
し
ま
す

　

積
雪
の
状
況
か
ら
当
初
予
定
し
て
い
た
12

月
23
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

1
月
4
日
か
ら
開
設
し
、
３
月
1
日
を
も
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。
利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
下
記
の
と
お
り
で
あ
っ
た
と
の
報
告
を

指
定
管
理
者
か
ら
受
け
て
い
ま
す
。
今
後
も

安
全
管
理
体
制
の
保
持
を
第
一
に
、
指
定
管

理
者
と
と
も
に
鋭
意
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

仁
木
町
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び

　

仁
木
町
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
を
策
定

　

今
年
度
で
計
画
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
２
年
度

か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
同
計
画
の
策
定
に

着
手
し
ま
し
た
。

　

「
仁
木
町
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
は
本
町
に
お
け
る
住
生

活
の
安
定
の
確
保
及
び
向
上
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
住
宅
対
策
等
の
課
題
や
本
町
の
特
性
に
応
じ
た
取
組
の
方

向
性
、
検
討
事
項
等
を
整
理
し
、
住
宅
施
策
を
設
定
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

「
仁
木
町
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
は
、
町
営
住
宅
等
の

予
防
保
全
的
な
管
理
、
長
寿
命
化
に
よ
る
事
業
量
の
平
準
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
町
営
住
宅
対
策
等
の
課
題
の
整
理

及
び
町
営
住
宅
等
の
将
来
ス
ト
ッ
ク
量
を
設
定
し
、
既
存
の
町

営
住
宅
１
８
５
戸
及
び
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
16
戸
に
つ
い
て
、

今
後
も
引
き
続
き
計
画
的
に
修
繕
し
、
維
持
管
理
し
て
い
く
も

の
と
し
て
い
ま
す
。

○リフト乗車人数○リフト乗車人数
　26,686人（前年度：60,406人）　26,686人（前年度：60,406人）
○リフト券売上金額○リフト券売上金額
　3,088,480円（前年度：5,668,000円）　3,088,480円（前年度：5,668,000円）

岩
井
教
育
長
の
教
育
行
政
報
告

 

反

対

本
町
の
財
政
は
地

方
交
付
税
な
ど
に

依
存
し
、
財
政
基
盤
の
脆
弱

さ
は
財
政
運
営
上
大
き
な
懸

念
要
因
だ
が
、
一
部
予
算
の

中
で
、
職
員
自
ら
実
行
可
能

な
事
業
を
外
注
す
る
な
ど
、

危
機
意
識
の
希
薄
さ
は
納
得

が
い
か
な
い
た
め
反
対
す
る
。

予
算
特
別
委
員
会

で
は
、
委
員
か
ら

賛

成

多
く
の
質
疑
や
意
見
が
あ
っ

た
も
の
の
、
町
側
か
ら
は
十

分
な
説
明
が
あ
り
、
子
育
て

支
援
に
関
す
る
環
境
整
備
な

ど
町
民
生
活
の
改
善
に
向
け

た
取
組
も
見
受
け
ら
れ
る
た

め
賛
成
す
る
。

討

論

討

論

佐　藤佐　藤

野 崎野 崎

仁木町地域おこし協力隊
Facebook

仁木町地域おこし協力隊
けんご隊員の YouTube

地域おこし協力隊
の活動の活動

見てみよう！
見てみよう！

ふるさと納税ふるさと納税
　ふるさと納税は、学校給食費補助事業や定住促進住宅補助事業、乳幼児健診事業などに活用されます

何に使う何に使う
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３月６日～17日３月６日～17日

第　回定例会第　回定例会
令和２年令和２年

１１

そ
の
他
の
議
案

▼
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方

自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て
（
中
フ
レ
ト
イ
線
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
道
路
線
の
廃
止
に

つ
い
て
（
中
フ
レ
ト
イ
線
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
道
路
線
の
一
部
廃

止
に
つ
い
て
（
４
番
線
）　

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
監
査
委
員
条
例
の

一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
民
ス
キ
ー
場
設
置

管
理
条
例
の
一
部
改
正　

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
営
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
改
正

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

○…賛成、●…反対　　※全員賛成の議案は、掲載していません。また、議長は採決には加わりません。

議決結果

令和２年度余市郡仁木町一般会計予算（起立採決） ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ － 原案可決

令和２年第１回定例会
賛否の分かれた議案の公表 野崎明廣野崎明廣 宮本幹夫宮本幹夫嶋田　茂嶋田　茂佐藤秀教佐藤秀教 上村智恵子上村智恵子 横関一雄横関一雄麿　直之 木村章生 門脇吉春

補
正
予
算

◇
一
般
会
計
（
第
６
号
）

　

一
般
会
計
予
算
は
、
第
５

号
の
補
正
予
算
に
続
き
、
町

内
の
小
中
学
校
に
お
け
る
校

内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
整

備
事
業
の
施
行
に
よ
る
追
加

補
正
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
令
和
２
年

度
に
購
入
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
と
合
わ
せ
て
小
中
学
校

の
授
業
等
で
活
用
さ
れ
る
予

定
で
す
。

タブレット導入導入
小中学校に小中学校に
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医療費助成制度は子育て世帯を支えています

　 子どもに対する医療費　 子どもに対する医療費
　　　　　　　　　　助成の拡充を助成の拡充を要望要望

▼
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

制
度
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
　
　

提
出
議
員 　

嶋
田　
　

茂

　
　
賛
成
議
員 　

麿　
　

直
之

　

少
子
化
の
進
行
や
子
ど
も

の
貧
困
が
北
海
道
の
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
す
べ

て
の
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を

守
る
た
め
、
お
金
の
心
配
を

せ
ず
に
必
要
な
時
に
医
療
機

関
を
受
診
で
き
る
よ
う
に
、

医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

北
海
道
の
子
ど
も
医
療
費

助
成
の
通
院
無
料
化
は
他
県

と
比
較
し
て
も
大
き
く
遅
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の

拡
充
を
要
望
す
る
も
の
で
、

審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
関
係
機
関
に

提
出
し
ま
し
た
。

子どもが必要な時に医療機関を受診できるしくみを！子どもが必要な時に医療機関を受診できるしくみを！国
・
政
府
等
へ
要
望

意

見

書

そ
の
他
の
意
見
書

▼
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制

定
に
関
す
る
意
見
書

　
　
提
出
議
員　

 

門
脇　

吉
春         

　
　
　

賛
成
議
員　
　

佐
藤　

秀
教

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
教
員
の
変
形
労
働
時
間
制

を
導
入
し
な
い
こ
と
を
求
め

る
意
見
書

　
　
提
出
議
員　

 

上
村
智
恵
子         

　
　
賛
成
議
員　

 

佐
藤　

秀
教

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
大
規
模
森
林
火
災
、
気
候

変
動
の
原
因
と
さ
れ
る
温
暖

化
へ
の
さ
ら
な
る
対
策
を
求

め
る
意
見
書

　
　
提
出
議
員　

 

上
村
智
恵
子         

　
　
賛
成
議
員　

 

野
崎　

明
廣

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
民
族
共
生
の
未
来
を
切
り

開
く
決
議

　
　
提
出
議
員　

 

野
崎　

明
廣         

　
　
賛
成
議
員　

 

嶋
田　
　

茂

　

民
族
共
生
の
未
来
を
切
り

開
く
決
議
が
提
出
さ
れ
、
審

議
・
採
決
の
結
果
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

決
議
文
（
要
約
）

　

ア
イ
ヌ
文
化
の
復
興
・
発

展
の
拠
点
と
し
て
ウ
ポ
ポ
イ

（
民
族
共
生
象
徴
空
間
）
が

ウポポイＰＲキャラクター　トゥレッポん

決

議

北
海
道
白
老
町
ポ
ロ
ト
湖
畔

に
誕
生
す
る
。

　

先
住
民
族
ア
イ
ヌ
を
主
題

と
し
た
日
本
初
の
「
国
立
ア

イ
ヌ
民
族
博
物
館
」
と
「
国

立
民
族
共
生
公
園
」
等
か
ら

な
る
こ
の
施
設
は
、
道
内
各

地
の
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
の
取

り
組
み
や
食
・
観
光
等
の
地

域
の
多
様
な
魅
力
と
つ
な
げ

る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
外
へ

の
総
合
的
な
情
報
発
信
の
強

化
と
な
り
、
国
民
理
解
の
促

進
が
大
き
く
期
待
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
仁
木
町
議
会
は
、

ウ
ポ
ポ
イ
開
設
を
機
に
、
ア

イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
の
実
現
が
図
ら

れ
、
北
海
道
が
魅
力
あ
る
大

地
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
仁

木
町
民
の
協
力
を
得
て
「
民

族
共
生
の
未
来
を
切
り
開

く
」
決
意
を
こ
こ
に
表
明
す

る
。
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特 特 

　子どもが集まっ
て遊べる児童館の
ような施設がほし
いです。

　児童館など、冬
場でも子どもたち
が遊べる場所があ
るといいですね。

　令和５年の完成を目指し、児童館
の機能を持ち合わせた、子育て支援
拠点施設に着工いたしました。
※詳細は23ページを参照

町民の声は
届いたのか届いたのか

　

平
成
24
年
２
月
９
日
発
行

の
議
会
だ
よ
り
に
き
第
92
号

か
ら
連
載
を
開
始
し
た
、
裏

表
紙
の
『
絆
〜
家
族
の
つ
な

が
り
〜
』
で
は
、
町
や
議
会

に
対
し
て
の
要
望
を
伺
っ
て

き
ま
し
た
。

　

数
々
の
要
望
を
頂
き
ま
し

た
が
、
町
に
対
し
て
一
番
多

か
っ
た
の
が
、
子
ど
も
が
集

ま
れ
る
児
童
館
の
建
設
で
し

た
。
そ
の
他
、
農
業
関
係
で

は
新
規
就
農
者
を
増
や
す
取

組
の
充
実
や
、
野
菜
や
果
樹

ハ
ウ
ス
に
対
す
る
補
助
事
業

の
継
続
を
求
め
る
声
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
に
対
し
て
は
、

ナ
イ
タ
ー
議
会
の
開
催
を
望

む
声
が
一
番
多
く
、
次
い
で
、

議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
の

開
催
を
求
め
る
声
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
今
ま

で
町
民
の
方
か
ら
い
た
だ
い

た
要
望
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

実
現
に
至
っ
た
も
の
を
紹
介

し
ま
す
。

今　　号今　　号
2016.5

.19
2016.5

.19

第１10号第１10号

2018.8
.9

2018.8
.9

第１19号第１19号

どうなった？

　三原さんファミリー

　三上さんファミリー

『児童館の建設を！』

  集集
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特 

　国民健康保険
税が高いです。
他市町村と比べ
て高いのは不公
平に感じるので
改善してほしい
です。

　保育料の負担が
大きいので、助成
制度を作ってほし
いです。

　ＳＮＳを活用し
て情報を流すべき
だと思います。

　制度改正等により、税
率が引下げられました。

　

掲
載
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
要
望
で
あ
っ
た
野
菜

や
果
樹
ハ
ウ
ス
に
対
す
る
補

助
事
業
の
継
続
や
、
議
会
報

告
・
意
見
交
換
会
の
開
催
に

つ
い
て
も
町
民
の
声
が
届
き
、

実
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
要
望
が
多
く
実

現
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の
と

し
て
は
、
新
規
就
農
者
や
移

住
者
に
対
す
る
、
空
き
家
を

含
め
た
『
町
の
住
宅
情
報
』

の
取
り
ま
と
め
や
、
『
公
園

の
充
実
』
、
『
ナ
イ
タ
ー
議

会
の
開
催
』
等
が
あ
り
ま
し

た
。

　

実
現
に
至
っ
て
い
な
い
要

望
に
つ
い
て
は
、
時
代
に
即

し
た
形
で
実
施
す
る
こ
と
や

必
要
性
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、

町
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま

す
。

　

町
民
の
声
を
聴
く
こ
と
は

新
た
な
視
点
で
も
の
ご
と
を

捉
え
る
良
い
機
会
だ
と
考
え

て
お
り
、
今
後
も
議
会
広
報

を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
町
民

と
触
れ
合
い
、
少
し
で
も
多

く
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
活
動
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

2014.5
.15

2014.5
.15

第１０1号第１０1号

2015.1
1.12

2015.1
1.12

第１０8号第１０8号

2018.5
.17

2018.5
.17

第１18号第１18号

2017.8
.10

2017.8
.10

第１15号第１15号

　第２子目の保育料が半額
から無料になりました。

　平成28年３月からFacebookで
情報発信を開始しました。

　渡辺さんファミリー

2015.5
.21

2015.5
.21

第１０５号第１０５号

　船田さんファミリー

　小野さんファミリー

公式Facebookを開設

どうなった？

どうなった？

どうなった？

『国保税の引下げを！』

『保育料の助成を！』

『SNS で情報発信を！』
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

第１回定例会の一般質問には、５人の議員が登壇しました。
紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

ニキボーのなになに？

一般質問とは
　一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び将来に対する方針
等について所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は疑問をただすことです。

一般質問の詳しい一般質問の詳しい
内容はコチラから内容はコチラから
Ｃｈｅｃｋ！Ｃｈｅｃｋ！
（第１回定例会２日目）（第１回定例会２日目）

土砂災害等の防止対策

佐藤　秀教　議員
18 

さとう  ひでのり

町道の実態

野崎　明廣　議員
17 

のざき　あきひろ

今後の地域防災マスターのあり方

門脇　吉春　議員
21 

かどわき　よしはる

人口増加への具体的施策

麿　　直之　議員
19

まろ　 　なおゆき

待機児童と保育士不足の解消

上村智恵子　議員
20

安全・安心な学校給食

うえむら ちえこ
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野崎　明廣 議員

問
本
町
が
管
理
し
て
い

る
１
５
７
路
線
の
町

道
の
補
修
工
事
や
改
良
工
事

に
至
る
基
準
は
。

町
長
町
道
の
補
修
に

つ
い
て
は
、
路

面
の
陥
没
・
轍
わ
だ
ちぼ
れ
等
に
よ

り
通
行
に
支
障
が
生
じ
る
場

合
に
、
改
良
に
つ
い
て
は
、

住
宅
が
点
在
す
る
砂
利
道
や

交
通
量
が
多
く
危
険
が
あ
る

場
合
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
状
況

に
応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。

町
道
の
早
急
な
整
備
を

町
長　

優
先
度
の
高
い
順
に
着
手
し
て
い
く

　町政のそこが聞きたい　

問
北
海
道
新
幹
線
や
横

断
自
動
車
道
の
工
事

に
係
る
大
型
車
両
の
運
搬
路

線
は
、
農
業
用
水
路
を
含
む

７
か
所
の
橋
り
ょ
う
を
横
断

す
る
が
、
耐
久
性
に
問
題

は
。

町
長
道
路
整
備
に
対

す
る
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
、
優
先
度
の

高
い
も
の
か
ら
着
手
し
て
ま

い
り
た
い
。
つ
い
て
は
、
未

改
良
路
線
や
緊
急
的
な
整
備

が
必
要
と
判
断
し
た
も
の
が

優
先
度
の
高
い
も
の
に
該
当

す
る
が
、
今
後
、
総
合
計
画

や
過
疎
計
画
を
策
定
し
て
い

く
中
で
、
緊
急
的
に
必
要
な

箇
所
、
優
先
的
に
必
要
な
箇

所
等
を
精
査
し
な
が
ら
計
画

を
立
て
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

早急な整備が必要です。（馬群別長沢線）

のざき   あきひろ

問
馬
群
別
長
沢
線
は
路

盤
舗
装
整
備
と
し

て
、
今
年
測
量
設
計
に
着
手

す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
新
幹

線
の
掘
削
土
の
運
搬
ル
ー
ト

と
な
る
こ
と
か
ら
保
留
と
い

う
決
断
に
な
っ
た
。
な
ぜ
予

定
ど
お
り
に
着
手
し
な
い
の

か
。

問
多
く
の
町
民
の
要
望

に
迅
速
に
対
応
す
る

た
め
に
、
町
道
の
管
理
業
務

を
委
託
す
る
考
え
は
。

建
設
課
長
令
和
２

年
度
か

ら
町
道
の
全
路
線
の
道
路
維

持
業
務
を
委
託
化
し
、
町
職

員
も
引
き
続
き
、
パ
ト
ロ
ー

ル
等
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
要
望
等
へ
の
対
応

と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様

に
、
安
全
性
や
緊
急
性
等
を

判
断
し
対
応
し
て
い
く
。

問
銀
山
中
央
線
に
架
か

る
橋
り
ょ
う
は
銀
山

駅
利
用
者
の
生
活
道
で
あ
り
、

銀
山
中
学
校
へ
の
通
学
路
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
な

補
修
が
必
要
で
は
な
い
か
。

建
設
課
長
町
道
に

架
か
る

橋
り
ょ
う
は
、
大
型
車
両
の

通
行
に
問
題
は
な
く
、
農
業

用
水
路
の
橋
り
ょ
う
に
つ
い

て
も
、
担
当
の
土
地
改
良
区

が
協
議
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

副
町
長
１
日
当
た

り
最
大
で

１
５
０
台
程
度
の
車
両
の
通

行
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
舗
装
整
備
後
に
損
傷
す

る
こ
と
な
ど
も
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
陥
没
等
の
補
修

工
事
は
従
来
通
り
対
応
し
て

い
く
が
、
抜
本
的
な
整
備
に

つ
い
て
は
、
情
勢
の
変
化
も

踏
ま
え
て
最
善
な
方
法
を
選

択
し
て
い
き
た
い
。
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　　　　一　般　質　問 　

然別生活館の避難場所としての役割は
町長　様々な場面を想定し精査する

佐藤　秀教 議員

問
　

土
砂
災
害
防
止
法

で
は
、
「
基
礎
調

査
」
を
基
に
警
戒
区
域
の
選

定
が
行
わ
れ
る
。
調
査
す
る

に
あ
た
り
、
地
域
住
民
へ
の

説
明
会
等
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内

容
と
調
査
結
果
に
基
づ
い
た

具
体
的
な
災
害
防
止
対
策
は
。

町
長
北
海
道
が
基
礎

調
査
を
実
施
し
、

警
戒
区
域
等
に
係
る
町
内
会

長
へ
の
説
明
を
経
て
、
昨
年

８
月
〜
９
月
に
か
け
て
町
内

３
か
所
に
お
い
て
、
居
住
者

及
び
地
権
者
を
対
象
に
説
明

会
を
開
催
し
た
。

　

対
策
と
し
て
は
、
調
査
結

果
に
基
づ
い
て
令
和
２
年
度

に
防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
警
戒
区
域
の
該
当
箇

所
の
他
、
土
砂
災
害
の
前
兆

現
象
や
避
難
行
動
内
容
を
周

知
し
、
そ
の
取
組
に
併
せ
て

地
域
防
災
訓
練
を
実
施
す
る

な
ど
、
町
民
の
防
災
意
識
の

醸
成
に
努
め
て
い
く
。

問
然
別
地
域
は
、
大
雨

に
よ
る
災
害
想
定
時

の
避
難
場
所
が
大
江
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ

れ
て
い
る
が
、
高
齢
者
等
地

域
の
方
々
が
避
難
す
る
際
の

対
応
は
。

急傾斜地のすぐ下に位置する然別生活館

　正式名称を、土砂災害警戒区域等における土
砂災害防止対策の推進に関する法律と言い、土
砂災害から国民の生命を守るため、危険の周知
や警戒避難態勢の整備、住宅等の新規立地の抑
制、既存住宅の移転促進等のソフト対策を推進
しようとするものです。

ニキボーのなになに？

土砂災害防止法とは

さとう   ひでのり

平
成
29
年

に
土
砂
災

害
を
想
定
し
た
然
別
地
区
の

避
難
訓
練
を
消
防
、
自
衛
隊

の
協
力
に
よ
り
実
施
し
た
。

　

そ
の
際
、
自
力
で
避
難
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
は
バ
ス

を
用
意
し
て
対
応
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
に
お
い
て
も

避
難
訓
練
を
と
お
し
て
災
害

時
の
対
応
を
構
築
し
て
ま
い

り
た
い
。

問
然
別
地
区
に
お
い
て

災
害
が
想
定
さ
れ
る

場
合
、
然
別
生
活
館
が
避
難

所
と
し
て
開
設
さ
れ
る
の
は

ど
の
よ
う
な
場
合
か
。

町
長
様
々
な
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
避
難
経

路
な
ど
、
従
来
の
考
え
方
と

相
違
が
出
る
場
合
も
あ
る
の

で
、
様
々
な
場
面
を
想
定
し

て
精
査
し
て
い
き
た
い
。

問
個
人
の
防
災
意
識
を

高
め
る
こ
と
で
、
自

然
災
害
へ
素
早
い
対
応
が
で

き
る
こ
と
や
、
人
災
を
少
し

で
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ

と
か
ら
、
今
後
は
町
民
の
防

災
意
識
の
向
上
に
つ
い
て
積

極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
町
長
の
見

解
は
。

町
長
今
後
は
、
地
域

防
災
リ
ー
ダ
ー

が
核
・
主
軸
と
な
る
よ
う
な

体
制
を
構
築
し
、
防
災
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。

企
画
課
長
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　町政のそこが聞きたい　

問
人
口
増
加
へ
の
具
体

的
な
施
策
に
つ
い
て
、

①
総
合
戦
略
に
お
け
る
４
つ

の
重
点
戦
略
の
中
で
ど
の
項

目
を
特
に
重
要
と
考
え
て
い

る
か
。

②
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

③
空
き
家
、
中
古
住
宅
の
有

効
活
用
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長
①
４
つ
の
重
点

戦
略
を
第
１
期

総
合
戦
略
か
ら
継
承
す
る
と

問
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
の
生
産
基
盤
づ
く

り
に
つ
い
て
、
各
種
支
援
や

事
業
の
内
容
は
ど
こ
で
知
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。

人
口
増
加
の
具
体
的
施
策
は

町
長　

重
点
戦
略
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
進
め
る

副
町
長
空
き
家
の

リ
ノ
ベ
ー

空き家の活用は重要な課題です

シ
ョ
ン
も
含
め
て
有
効
活
用

に
つ
い
て
の
支
援
も
考
え
た

い
。

　

ま
た
、
民
間
共
同
住
宅
へ

の
建
設
費
の
支
援
を
来
年
度

も
継
続
し
て
行
い
、
新
規
就

農
者
も
含
め
、
生
活
し
や
す

い
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

問
「
し
り
べ
し
空
き
家

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
」
の
最
終

掲
載
日
が
３
年
近
く
前
だ
が
、

継
続
し
て
い
く
意
味
は
あ
る

の
か
。

　

ま
た
、
空
き
家
の
活
用
は

も
っ
と
積
極
的
に
や
っ
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

麿　　直之 議員
まろ     なおゆき

と
も
に
、
近
年
の
人
口
減
少

対
策
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、

そ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
進

め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

②
４
つ
の
重
点
戦
略
を
実
現

す
る
た
め
に
、
更
に
４
つ
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
け

て
お
り
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
の
生
産
基
盤
づ
く
り
に

向
け
た
支
援
や
、
生
産
者
の

所
得
向
上
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

③
移
住
者
の
住
宅
確
保
は
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
空
き
家

等
を
活
用
す
る
こ
と
は
有
効

な
手
段
で
あ
る
。

　

ま
た
、
「
し
り
べ
し
空
き

家
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
」
を
活
用
し
、

町
内
で
は
こ
れ
ま
で
に
10
件

の
物
件
が
登
録
さ
れ
、
そ
の

す
べ
て
が
成
約
済
と
な
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

企
画
課
長

新
規
で
就

農
す
る
方

に
向
け
て
、
移
住
・
定
住
用

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
製
し

て
い
る
。

問
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
情
報
発
信
は
行
わ

な
い
の
か
。

産
業
課
長

必
要
な
時

期
に
掲
載

し
て
い
る
。
ま
た
、
内
容
も

順
次
更
新
し
て
い
く
よ
う
な

取
組
を
今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
。

　

な
お
、
昨
年
度
・
今
年
度

と
も
に
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
た
」
と
い
う
切
り
口
で
20

件
程
度
の
就
農
に
つ
い
て
の

相
談
が
あ
っ
た
。

企
画
課
長

「
し
り
べ

し
空
き
家

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
」
に
登
録
す
る
段

階
で
費
用
が
か
か
り
、
成
約

に
至
ら
な
い
場
合
は
登
録
者

負
担
と
な
る
た
め
、
抵
抗
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
道
の
事
業
で
あ

り
、
信
頼
度
は
高
い
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
継
続
し
て
い

き
た
い
。
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　　　　一　般　質　問 　

上村智恵子 議員待機児童の解消は
町長 認可定員を10名増員する

問
待
機
児
童
の
解
消
に

向
け
て
、
に
き
保
育

園
の
定
員
数
を
増
や
す
こ
と

は
可
能
か
。

町
長
令
和
2
年
度
か

ら
認
可
定
員
を

10
名
増
や
し
、
現
行
50
名
か

ら
60
名
に
増
員
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
は
国
の
指
導

に
よ
り
、
待
機
児
童
の
解
消

の
た
め
、
定
員
を
超
え
て
入

所
で
き
る
「
保
育
所
定
数
の

弾
力
化
」
が
講
じ
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
、

現
在
は
定
員
50
名
の
と
こ
ろ

71
名
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

本町のパン給食は北海道産小麦のみを使用しています

問
新
年
度
に
は
待
機
児

童
は
発
生
し
な
い
の

か
。

住
民
課
長

新
た
に
入

所
す
る
児

童
は
な
ら
し
保
育
を
実
施
す

る
た
め
、
４
月
１
日
時
点
で

は
す
ぐ
に
解
消
さ
れ
な
い
が
、

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
全

64
名
が
入
所
し
、
待
機
児
童

数
は
０
の
状
態
に
な
る
。

給
食
に
使
用
し
て
い
る
小
麦
は

教
育
長　

全
量
道
産
小
麦
を
使
用

うえむら ちえこ

問
先
日
、
輸
入
小
麦
で

作
ら
れ
た
パ
ン
か
ら

発
が
ん
性
の
疑
い
の
あ
る
除

草
剤
・
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
が
検

出
さ
れ
た
と
発
表
さ
れ
た
こ

と
が
メ
デ
ィ
ア
に
報
じ
ら
れ

た
が
、
本
町
の
給
食
に
使
用

し
て
い
る
小
麦
は
ど
こ
の
国

の
も
の
か
。

本
町
で
使

用
し
て
い

る
パ
ン
用
小
麦
は
、
公
益
財

団
法
人
北
海
道
学
校
給
食
会

を
通
じ
て
購
入
し
て
お
り
、

主
要
銘
柄
で
あ
る
「
春
よ

恋
」
を
始
め
、
全
量
北
海
道

産
小
麦
を
使
用
し
て
い
る
。

問
使
用
食
材
の
う
ち
、

北
海
道
産
の
も
の
と

地
元
の
も
の
の
そ
れ
ぞ
れ
の

割
合
は
。

問
仁
木
町
産
の
割
合
が

17
・
３
％
で
は
低
い

所
長
地
産
地
消
の
観

点
か
ら
も
、
本

町
産
の
も
の
を
仕
入
れ
る
べ

く
、
野
菜
等
に
つ
い
て
は
発

注
で
き
る
も
の
を
農
協
を
通

じ
購
入
し
て
い
る
が
、
最
低

発
注
数
量
と
使
用
数
量
に
差

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
使
用
が

困
難
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

教
育
長

北
海
道
産

の
割
合
は

平
均
33
・
８
％
で
あ
り
、
仁

木
町
産
の
割
合
は
食
材
購
入

ベ
ー
ス
で
17
・
３
％
で
あ
る
。

教
育
長

の
で
は
な
い
か
。
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　町政のそこが聞きたい　

次ペペペペペペページジジジジジジは次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次 ージージジジジははははは 全全全全 会会会全全全全全全全全員員員員員員員協協協協協協協協議議議議議議議議会会会会会会会会

門脇　吉春 議員
かどわき　よしはる

問
本
町
に
お
い
て
、
地

域
防
災
マ
ス
タ
ー
を

数
名
が
取
得
し
た
が
、
地
域

防
災
マ
ス
タ
ー
を
活
用
し
た

取
組
は
。

町
長
本
町
で
は
６
名

が
取
得
し
て
お

り
、
町
主
催
の
防
災
等
講
習

会
に
、
講
師
と
し
て
豊
富
な

知
識
や
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

基
に
地
域
住
民
に
対
す
る
講

習
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

問
災
害
時
に
お
い
て
避

難
す
る
の
に
支
援
が

必
要
な
方
は
、
災
害
対
策
基

本
法
の
改
正
に
よ
り
名
簿
の

作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
が
、
民
生
委
員
や
自
主
防

災
組
織
も
活
用
が
可
能
で
あ

る
。
支
援
が
必
要
な
方
を
救

う
た
め
に
も
防
災
マ
ス
タ
ー

を
活
か
し
て
ほ
し
い
。

地
域
防
災
マ
ス
タ
ー
を
活
用
し
た
取
組
は

　

ま
た
、
北
海
道
で
は
地
域

防
災
マ
ス
タ
ー
の
認
定
研
修

会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い

る
の
で
、
自
主
防
災
組
織
等

に
対
し
、
本
制
度
の
周
知
と

と
も
に
講
習
参
加
を
呼
び
か

け
、
地
域
に
お
け
る
防
災
力

の
か
な
め
と
し
て
活
躍
で
き

る
人
材
の
育
成
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

町
長　

地
域
防
災
力
向
上
の
中
心
的
な
役
割
に

問
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー

に
よ
る
地
域
住
民
に

対
す
る
講
習
会
は
ど
の
よ
う

に
実
施
し
た
の
か
。本

町
の
地

域
防
災
マ

想
定
し
た
図
上
訓
練
を
中
心

に
講
習
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

な
お
、
う
ち
１
回
は
「
や

す
ら
ぎ
大
学
」
で
高
齢
者
の

方
を
対
象
に
実
施
し
た
。

ス
タ
ー
に
は
元
消
防
勤
務
の

方
も
お
り
、
平
成
24
年
か
ら

27
年
の
間
に
合
計
で
８
回
、

町
内
の
各
地
区
に
お
い
て

「
Ｄ
Ｉ
Ｇ
」
と
い
う
災
害
を

今
後
、
総
体
的

に
防
災
計
画
を

町
と
し
て
考
え
る
中
で
、
地

域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
い
か

に
し
て
作
り
、
何
よ
り
も
地

域
で
災
害
が
起
こ
っ
た
際
に

対
応
で
き
る
人
材
を
育
て
て

い
く
こ
と
が
、
重
要
で
あ
る
。

　

経
験
者
や
意
識
の
高
い
方

に
対
し
て
、
講
習
等
を
実
施

で
き
る
よ
う
な
機
会
を
与
え

て
活
動
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
女
性
の
視
点
も
大
事

な
の
で
、
女
性
も
含

め
た
人
材
育
成
を
お
願
い
し

た
い
が
、
町
長
の
見
解
は
。

町
長
消
防
団
、
又
は

自
衛
隊
、
警
察
、

行
政
職
員
Ｏ
Ｂ
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
各
分
野
で
こ
れ
ま
で
防

災
に
少
し
で
も
触
れ
た
経
験

の
あ
る
方
を
対
象
に
、
地
域

防
災
マ
ス
タ
ー
へ
促
し
て
い

く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
も
、
女
性
の
視

点
と
と
い
う
部
分
で
、
女
性

の
活
用
も
考
え
て
老
若
男
女

す
べ
て
の
方
々
を
対
象
に
し

た
、
防
災
の
仕
組
み
を
こ
れ

か
ら
町
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

いかに迅速に避難できるかが重要です

企
画
課
長

町
長
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全員協議会全員協議会

長
沢
地
区
町
有
地

長
沢
地
区
町
有
地
で
受
入
れ

で
受
入
れ

対
策
土

対
策
土
はは

　

２
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た

全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
町

側
か
ら
北
海
道
新
幹
線
ト
ン

ネ
ル
発
生
土
の
町
有
地
受
入

れ
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

現
在
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
北
海
道
新
幹
線
二
ッ
森

ト
ン
ネ
ル
（
尾
根
内
工
区
）

の
掘
削
土
に
つ
い
て
、
土
壌

汚
染
対
策
法
で
定
め
ら
れ
た

自
然
由
来
重
金
属
等
の
基
準

値
を
超
え
る
発
生
土
（
対
策

土
）
の
受
入
れ
地
が
地
域
住

民
へ
の
説
明
会
や
、
鉄
道
・

運
輸
機
構
に
よ
る
地
質
調
査
、

化
学
分
析
等
の
実
施
等
を
経

て
、
長
沢
地
区
の
町
有
地
と

す
る
こ
と
で
了
承
さ
れ
ま
し

た
。

　令和２年１月31日及び２月26日に全員協議会令和２年１月31日及び２月26日に全員協議会

が開催されました。協議された案件は下記のとおが開催されました。協議された案件は下記のとお

りですが、内容を一部抜粋して掲載いたします。りですが、内容を一部抜粋して掲載いたします。

トンネル掘削の様子トンネル掘削の様子

　
　

受
入
れ
地
の
下
流
に
は

田
圃
、
用
水
路
等
が
存
在
す

る
が
、
流
出
の
可
能
性
は
。

　

ま
た
、
盛
土
施
工
後
の
水

質
調
査
は
２
年
間
で
十
分
な

の
か
。

　　
　

流
出
の
心
配
は
な
い
が
、

そ
の
他
の
点
も
含
め
て
地
域

の
方
の
心
配
な
点
を
、
も
う

一
度
実
施
す
る
説
明
会
の
際

に
解
消
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
盛
土
施
工
後
の
水

質
調
査
は
基
本
的
に
は
２
年

間
だ
が
、
解
析
の
結
果
を
見

な
が
ら
そ
の
後
の
対
応
を
検

討
し
て
い
く
。

ＱＡ

質
疑
あ
れ
こ
れ

・仁木町まち・ひと・しごと創生 人口ビジョン・総合戦略に関する件
・北後志衛生センターし尿処理施設の更新に関する件
・仁木町学校教育基本方針の進捗状況に関する件

１月31日

・新型肺炎の対応に関する件
・子育て支援拠点施設整備構想に関する件
・第６期仁木町総合計画の策定に関する件
・北海道新幹線トンネル発生土の町有地受入れに関する件

２月26日
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同
日
の
全
員
協
議
会
で
は
、

仁
木
町
子
育
て
支
援
拠
点
施

設
整
備
構
想
に
つ
い
て
も
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
遊
び
や
学

び
を
創
造
し
、
安
心
を
支
え
、

元
気
を
生
む
子
育
て
支
援
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
し
、

子
ど
も
・
子
育
て
世
代
を
中

心
に
利
用
し
や
す
い
施
設
と

す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
建
設
候
補
地
に
つ

い
て
も
説
明
が
あ
り
、
４
か

所
の
町
有
地
を
含
む
計
７
か

所
が
検
討
地
点
と
し
て
挙
げ

ら
れ
、
環
境
面
な
ど
を
含
む

候
補
地
と
し
て
の
要
件
に
合

致
す
る
民
有
地
を
最
終
候
補

地
と
し
て
決
定
し
、
土
地
の

取
得
に
つ
い
て
本
格
的
に
交

渉
し
て
い
く
こ
と
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

基
本
設
計

基
本
設
計
に
着
手

に
着
手

子育て支援拠点施設子育て支援拠点施設

完成イメージ図完成イメージ図

　
　

土
地
取
得
に
つ
い
て
の

進
捗
状
況
は
。　

　
　

地
権
者
と
は
数
回
話
を

し
て
お
り
、
前
向
き
な
返
事

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

ＱＡ

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

建
物
が
新
し
く
、
広
く

な
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
が
、

そ
れ
に
伴
い
、
保
育
士
の
増

員
・
確
保
も
重
要
で
は
な
い

か
。
町
と
し
て
の
対
策
は
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　

　
　

今
後
、
運
営
面
に
つ
い

て
も
併
せ
て
協
議
し
て
い
く

が
、
保
育
士
確
保
の
取
組
と

し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
受
け
入
れ
確
保
に
対
す
る

支
援
や
、
町
内
出
身
者
を
保

育
士
と
し
て
育
て
ら
れ
る
よ

う
な
取
組
を
実
施
し
て
い
き

た
い
。

ＱＡ

昨年はそうべつ子どもセンターを視察しました
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今
回
の
議
会
報
告
・
意
見

交
換
会
は
、
地
域
に
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
し
た
意
見
交
換
を

実
施
す
る
観
点
か
ら
、
新
た

な
取
組
と
し
て
然
別
地
区
の

方
限
定
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
宮
本
副
議
長
が

司
会
を
務
め
、
横
関
議
長
の

挨
拶
、
議
員
の
紹
介
、
議
会

活
動
報
告
、
意
見
交
換
の
流

れ
で
進
行
し
、
特
に
意
見
交

換
に
時
間
を
多
く
と
る
構
成

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
場
面
で
は
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見

や
ご
質
問
を
い
た
だ
き
、
実

り
あ
る
議
論
を
交
わ
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
を

今
後
の
議
会
活
動
に
活
か

し
、
さ
ら
に
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
質
問

　
　

ニ
キ
バ
ス
の
然
別
地
区

の
運
行
予
定
は
。

　
　

　
　

日
程
も
含
め
て
ま
だ
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
然
別

地
区
は
も
と
も
と
中
央
バ
ス

が
運
行
し
て
い
た
こ
と
も
あ

る
の
で
、
検
討
し
て
も
ら
え

る
よ
う
町
側
に
働
き
か
け
て

い
き
ま
す
。

　
　

今
回
の
議
会
報
告
・
意

見
交
換
会
を
地
域
限
定
に
し

た
理
由
は
。

　
　

　
　

今
ま
で
仁
木
、
銀
山
、

大
江
地
区
で
開
催
し
、
未
開

ＱＡ貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ＱＡ

催
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま

た
、
町
内
で
も
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
地
域
で
あ
り
、
そ

の
対
策
も
含
め
て
地
域
の
実

情
を
話
や
す
い
環
境
で
開
催

し
た
い
と
の
思
い
か
ら
地
域

限
定
に
し
ま
し
た
。

　
　
　

Ｑ　

Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
の
存
続

は
。　
　

　
　

　
　

新
幹
線
が
札
幌
ま
で
延

伸
し
た
時
点
で
、
経
営
分
離

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

在
来
線
の
存
続
も
含
め
て
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
最
善
の
方
法
で
、
地
域
交

通
機
関
が
整
備
さ
れ
る
よ
う

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＡ

新
た
な
試
み

新
た
な
試
み

　
　
　

地
域
限
定
で
開
催

　
　
　

地
域
限
定
で
開
催

　

◆
当
日
の
次
第

　

１　

開　

会

　

２　

議
長
挨
拶

　

３　

議
員
紹
介

　

４　

議
会
活
動
報
告

　

５　

意
見
交
換

　

６　

閉　

会

令和２年１月26日(日)然別生活館において、通算令和２年１月26日(日)然別生活館において、通算

５回目となる議会報告・意見交換会を開催いたし５回目となる議会報告・意見交換会を開催いたし

ました。当日は、然別町内会から27名の皆さまにました。当日は、然別町内会から27名の皆さまに

ご参加いただき、心よりお礼申し上げます。ご参加いただき、心よりお礼申し上げます。

※
お
こ
と
わ
り

　

ご
意
見
・
ご
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議会報告議会報告
意見交換会意見交換会
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議会だよりでは、定例会での一般質問
や町民の皆さんからの請願・陳情を掲
載していますが、町政にどう反映され
たのかを追跡調査しています。

追跡         あれからどうなった？あれからどうなった？

      質問のゆくえ質問のゆくえ
通学路通学路の一部を整備の一部を整備

質問質問 子どもセンターの建設を
　にき保育園は老朽化が進んでいる。子育
て世代への支援と併せ、子どもたちの環境
整備として子どもセンター建設の検討を。

答弁答弁

↓
あれから…こうなりました

子どもセンター子どもセンターを建設を建設

・・んからの請願・陳情をの のんんからかのや をや町民の皆さんからの請願・陳情を掲
していますが 町政にどう反映されいます 映さどうすが載していますが 町政にどう反映され

すいててして すたのかを追跡調査していたのか すすたのかを追跡調査しています

早急な対応が必要早急な対応が必要
だと認識しているだと認識している

は裏表裏表裏表裏表裏表裏表裏 紙は紙は紙は紙は紙は紙 絆絆絆絆絆～～親子子子子子子子ののつつつつつなななながががががりりりりり～～・ままちちちちちちちのの人人人人人人人人人絆絆絆絆絆絆絆絆～～親親親親親親親親子子子子子子子のののののつつつつつなななななななががががががががりりりりりりり～～・まままままままちちちちちちちのののののの人人人人人人人人

平成31年３月31日を目途に方向性を出した
いと考えている。　

質問質問町道の実態は
　通学路に架かる橋りょうの老朽化やガー
ドロープの損傷が見受けられるため早急な
対応を。

答弁答弁
優先度の高いもの優先度の高いもの
　から着手　から着手したいしたい
　緊急的に整備が必要と判断した路線から
着手していく

令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
例例
会
〉
会
〉

和
２
和
２
年
第
年
第

〈
令
〈
令
和和和和

例
会会会
〉

↓
あれから…こうなりました

〈
平
成

〈
平
〈
平
成成
30
年
第
１
回
定
例
会
〉

例例
会
〉
会
〉

  ガードロープの修繕ガードロープの修繕をを

　　　　　　　　　　　　当月中に実施当月中に実施

　　ガードロープがすぐに修繕され、通学路の安ガードロープがすぐに修繕され、通学路の安
全が確保されました。全が確保されました。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

優
秀
賞（
全
国
第

優
秀
賞（
全
国
第

４４
位
）
位
）

　

こ
の
度
﹁
議
会
だ
よ
り
に
き
１
２
２
号
﹂
が

第
34
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
、
住
⺠
⽬
線
で
の
企
画
と
編
集
が
評
価
さ

れ
、
過
去
最
⾼
位
で
あ
る
優
秀
賞
︵
全
国
第
４

位
︶
を
受
賞
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
今
ま
で
以

上
に
読
み
や
す
い
議
会
広
報
紙
作
成
の
た
め
、

⽇
々
研
鑽
を
重
ね
努
⼒
し
て
い
き
ま
す
。

第
34
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

２年連続４度目の受賞となりました

を
受
賞
し
ま
し
た
！

を
受
賞
し
ま
し
た
！議会だよりにき 122 号

ぎ
か
い
ト
ピ
ッ
ク
ス

議会だよりにき 122 号

 仁木町子育て支援拠点施設 仁木町子育て支援拠点施設

整備構想（仮称）整備構想（仮称）を策定を策定

　　現行の保育所、学童保育、地域子育て支援拠現行の保育所、学童保育、地域子育て支援拠
点をベースとして、新たに児童館を加え一体化点をベースとして、新たに児童館を加え一体化
させた施設を、令和５年度からの供用開始を目させた施設を、令和５年度からの供用開始を目
指し、着手することになりました。指し、着手することになりました。
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次の議会は

（６月中旬開催予定）

６月６月

定例会定例会

◆
編
集
・
発
行
責
任
者

議　

長　

横
関　

一
雄

◆
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長　

野
崎　

明
廣

副
委
員
長　

木
村　

章
生

委　

員　

麿　
　

直
之

委　

員　

門
脇　

吉
春

絆

瀧
下　

洋
介 

さ
ん
（
西
町
）

 

仁
⽊
町
に
来
て
８
年
が
経
過
し
ま
す
が
、

近
隣
の
⽅
も
優
し
く
、
地
域
⼀
体
と
な
っ
て

の
び
の
び
と
し
た
⼦
育
て
が
で
き
、
嬉
し
く

思
い
ま
す
。 

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

門
脇
吉
春
）

も
っ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

そば打ち体験しませんか？そば打ち体験しませんか？
　

２
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
れ
い
そ

う
で
の
そ
ば
打
ち
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
ば
を
打
つ
の
は
、
地
域
で
35
年
以
上
続
い
て
い
る
新

そ
ば
収
穫
試
食
会
を
引
継
ぎ
な
が
ら
活
動
し
、
今
年
設
立

６
年
目
を
迎
え
る
銀
山
そ
ば
研
究
会
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

会
員
は
そ
ば
打
ち
歴
60
年
の
ベ
テ
ラ
ン
の
方
や
、
高
校

時
代
に
全
国
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た
経
歴
を
も
つ
現
役

大
学
生
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
５
名
で
、
主
に
銀
山

女
性
の
会
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
地
元
で
生
産
さ
れ
る

　

銀
山
そ
ば
研
究
会
の
皆
さ
ん

輝く町民輝く町民ささんんを紹介！を紹介！

人人まちまちのの

 

⼩
児
科
が
近
く
に
な
く
不
便
だ
と
感
じ
ま

す
。
緊
急
時
に
は
年
中
無
休
の
札
幌
の
病
院

に
⾏
く
こ
と
も
あ
り
、
医
療
⾯
の
充
実
を
図

っ
て
ほ
し
い
で
す
。

 

商
店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
地
元
で
お
⾦
が
使

わ
れ
る
よ
う
に
、
買
い
物
が
で
き
る
場
所
が

で
き
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

 

ま
た
、
町
の
財
政
状
況
は
厳
し
い
と
思
い

ま
す
が
、
﹁
お
⾦
が
無
い
か
ら
で
き
な
い
﹂

で
は
な
く
、
無
い
な
り
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
く
姿
勢
を
⾒
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

︵
取
材
・
記
事　

野
崎
明
廣
︶

 

仁
⽊
町
を
⽬
的
に
来

て
も
ら
い
、
町
内
で
１

⽇
を
過
ご
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
、
魅
⼒
の
あ

る
町
に
な
れ
ば
い
い
で

す
ね
。

銀
山
そ
ば
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
食
べ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ば
打
ち
の
場
面
で
は
、
そ
の
迫
力
に
会
場
か
ら
「
す

ご
い
ね
！
」
と
声
が
上
が
り
、
出
来
上
が
り
の
そ
ば
を
食

べ
る
際
に
は
「
お
い
し
い
！
」
と
喜
び
の
声
が
た
く
さ
ん

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

銀
山
そ
ば
研
究
会
の
皆
さ
ん
は
、
銀
山
小
学
校
で
隔
年

で
行
っ
て
い
る
そ
ば
に
つ
い
て
の
学
習
や
試
食
体
験
会
の

他
、
銀
山
白
銀
物
語
や
フ
ル
ー
ツ
の
里
料
理
教
室
な
ど
で

も
そ
ば
打
ち
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の

そ
ば
生
産
者
の
方
か
ら
そ
ば
打
ち
の
依
頼
を
受
け
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

銀
山
そ
ば
の
美
味
し
さ
と
そ
ば
打
ち
を
体
験
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

連
載
18
回
目
は
、
西
町
在
住
の
瀧
下
さ
ん

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
奥
様
と
お
子

さ
ん
３
人
、
奥
様
の
ご
両
親
の
７
人
家
族
で

す
。

　

お
仕
事
は
養
蜂
家
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

仁
木
町
の
子
育
て
環
境
は
ど
う
で
す
か
。

　

子
ど
も
の
生
活
の
こ
と
で
望
む
も
の
は

あ
り
ま
す
か
。

　

町
に
対
し
て
何
か
望
む
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

　

議
会
を
傍
聴
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

 

健
康
で
あ
れ
ば
他
は
望
み
ま
せ
ん
。
で

も
、
家
業
は
継
い
で
ほ
し
い
か
も
・
・
・
。

　

ち
ょ
っ
と
シ
ャ
イ
な
長
女
さ
ん
、
人
懐
っ

こ
い
長
男
さ
ん
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
二
女
さ

ん
の
３
人
は
と
て
も
活
発
。
カ
メ
ラ
の
フ

レ
ー
ム
に
収
め
る
に
は
少
し
苦
労
し
ま
し

た
。

　

奥
様
か
ら
の
「
お
金
が
無
い
な
り
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
」
の
言
葉
は
、
議

会
活
動
を
行
う
上
で
、
新
た
な
こ
と
に
取
り

組
も
う
と
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

　

ま
た
、
有
権
者
が
求
め
て
も
い

け
ま
せ
ん
。

け
ま
せ
ん
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
行
為
の
禁
止

寄
付
行
為
の
禁
止

　

お
子
さ
ん
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

 

傍
聴
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
議
会

だ
よ
り
は
毎
号
読
ん
で
い
ま
す
。

湯がきたてのもりそば

銀⼭そば研究会の皆さん


